
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2019年(令和元年)12月24日(火) 東輝中学校 学校だより 第10号 (http://www.jh.city.kameoka.kyoto.jp/toki) 閲覧累計309586回 12月5日~1501回 

 

 

学校計画集金について 
１月１０日（金）引き落としの金額を 

お知らせします。 

  １年生：１１，０００円 

  ２年生：１１，０００円 

  ３年生： ３，０００円 

３年生につきましては年度当初に振り替

え額５，０００円とお知らせしていました

が、調整の結果３，０００円に変更させて

いただきます。 

2019.12.24 

広報委員会発行 

 第 10 号 

 

２
学
期
を
終
え
て 

 
 
 
 

校
長 

川
勝 
哲
也 

  

本
日
12
月
24
日
（
火
）
の
終
業
式

を
も
っ
て
第
２
学
期
を
終
了
し
ま
し

た
。
毎
年
申
し
上
げ
て
い
る
こ
と
で
す

が
、
２
学
期
は
学
校
行
事
や
各
学
年
毎

の
取
組
や
各
種
競
技
大
会
、
文
化
・
芸

術
面
で
の
コ
ン
ク
ー
ル
等
が
数
多
く
あ
っ

て
、
い
ろ
ん
な
場
面
で
生
徒
た
ち
に
力

を
発
揮
す
る
機
会
を
与
え
て
も
ら
っ
た

と
思
い
ま
す
。
大
き
く
成
長
で
き
る
た

い
へ
ん
意
味
の
あ
る
学
期
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
行
事
や
催
し
に
お
い
て
、
日
頃
の

練
習
を
積
み
上
げ
た
も
の
を
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
り
、参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
良
い
経
験
に
な
り
、
地
域
の

方
々
の
温
か
い
眼
差
し
を
感
じ
る
場
面

も
多
く
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

年
末
年
始
を
含
む
明
日
か
ら
の
冬
休

み
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
、
や
は
り

特
別
で
大
切
な
一
年
の
節
目
を
迎
え

る
休
み
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
節
目
の

迎
え
方
は
ご
家
庭
に
よ
っ
て
様
々
で
し

ょ
う
が
、大
掃
除
を
し
た
り
新
年
を
祝
っ

た
り
家
族
で
ふ
れ
あ
う
機
会
も
多
く
、

生
徒
た
ち
は
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
楽
し

み
に
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
楽
し

く
、
そ
し
て
「
心
の
温
ま
る
」
冬
休
み
に

す
る
た
め
に
、
交
通
安
全
を
は
じ
め
と

す
る
安
全
面
の
ご
指
導
や
見
守
り
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

東
京
で
２
回
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
第
13
回
国
際
ス
ト
ー

ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
競
技
大
会
）
が
開
催
さ

れ
る

2020
年
は
、
日
本
に
と
っ
て
大
き
な

節
目
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
年
は
「
子
年

（
ね
ず
み
ど
し
）
」
に
あ
た
り
、
十
二
支

（
じ
ゅ
う
に
し
）
の
サ
イ
ク
ル
が
ス
タ
ー

ト
す
る
年
で
あ
り
ま
す
。 

十
二
支
は
、「
子
（
ね
）
↑
丑
（
う
し
）
↑ 
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亀
岡
市
小
中
義
務
教
育
学
校 

い
じ
め
防
止
フ
ォ
ー
ラ
ム

12

/

14 

３
年
の
園
山
晴
海
く
ん
が 

「
親
子
で
考
え
る
『
い
じ
め 

防
止
標
語
』
」
に
お
い
て
最 

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

亀
岡
市
役
所
で
表
彰
式
が 

行
わ
れ
、
神
先
教
育
長
よ
り 

賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た 

京
都
丹
波
小
論
文
グ
ラ
ン
プ
リ 

優
秀
作
品 

 

３
年 

寺
井
ほ
の
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

２
年 

城
地
あ
さ
ひ 

第
87
回
全
国
書
画
展
覧
会 

書
の
部 

銀
賞 

 
 

 
 
 

２
年 

緒
方
陽
菜 

全
国
・近
畿
中
学
校
技
術
家
庭
生
徒
作
品
展 

優
秀
賞 

 
 
  

２
年 

中
井
明
日
香 

 

京
都
新
聞
ジ
ュ
ニ
ア
・ス
ポ
ー
ツ
賞 

２
年 

小
東
真
皓 

 

全
国
邦
楽
合
奏
協
会
邦
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 

金
賞 

全
奏
協
賞 

 
 

 
 

 

１
年 

 

山
本
幸
奈 

～ 

表
彰 

～ 
 

第
19
回
京
都
府
中
学
校
秋
季
陸
上
競
技
大
会 

女
子
走
幅
跳 

第
１
位 

３
年
多
胡
和
泉 

男
子
円
盤
投 

第
３
位 

３
年
岡
﨑
玄
武 

京
都
府
総
合
体
育
大
会
駅
伝
競
技
の
部 

男
子
の
部
第
２
区 

第
３
位 

２
年
中
村
貫
太 

男
子
の
部
第
３
区 

第
３
位 

３
年
茶
畑
洸
星 

男
子
の
部
第
６
区 

第
３
位 

３
年
磯
辺 

慶 

第
９
回
中
部
広
域
卓
球
大
会
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
の
部 

女
子
卓
球 

 
 

 
 

第
３
位 

畑
山
史
佳 

第
37
回
亀
岡
市
空
手
道
選
手
権
大
会 

中
学
２
・３
年
生
男
子
組
手
選
抜 

準
優
勝 

 

２
年 

伊
藤 

陽 

第

14
回
京
都
府
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会 

２
年
生
男
子
個
人
組
手
選
抜 

準
優
勝 

 

２
年 

伊
藤 

陽 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会 

 
 

組
手
中
学
２
年
生
男
子
の
部 

 
 

第
３
位 

 

２
年 

伊
藤 

陽 

第
41
回
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会 

佳
作 

３
年 

熊
谷
美
章 

 

２
年 

河
原
都
子 

１
年 

長
野 

楓 

健
康
づ
く
り
絵
画 

教
育
長
賞 

 

１
年 

 
 

吉
田
琉
輝
斗 

入
選 

 
 

 
 

１
年 

 
 

森
田
梨
里 

京
都
丹
波
キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
駅
伝
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 

優
秀
賞 

 
 

２
年 

十
川
丈
穗 

ゴ
ミ
減
量
・リ
サ
イ
ク
ル
推
進
作
品
コ
ン
ク
ー
ル 

 

最
優
秀
賞 

 

２
年 

上
杉
さ
く
ら 

優
秀
賞 

 
 
 

２
年 

中
西
晴
友 

第
２
回 

光
秀
公
の
ま
ち
亀
岡 

俳
句
大
賞 

中
学
生
の
部 

奨
励
賞  

３
年
岡
村
花
奈 

佳
作 

３
年 

岡
﨑
玄
武 

高
尾
幸
成 

 

奥
慶
也 

岩
岡
花
音 

林
賢
太
朗 

平
成
三
十
一
年
度
全
国
中
学
生
人
権
作
文 

コ
ン
テ
ス
ト
京
都
大
会 

園
部
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
長
賞 

２
年 

林
智
那 

 
 

喫
煙
防
止
教
室
１
年 

１
年
生
は
南
丹
保
健
所

よ
り
講
師
を
招
き
、
体
の

影
響
や
依
存
症
な
ど
タ
バ

コ
の
害
に
つ
い
て
学
ん
だ

後
、
体
育
館
内
に
設
置
し

た
喫
煙
を
し
て
黒
く
な
っ

た
肺
や
口
の
中
の
模
型
・

多
く
の
化
学
物
質
の
瓶
を

見
て
よ
り
詳
し
く
タ
バ
コ

の
害
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。 

 飲
酒
防
止
教
室
２
年 

２
年
は
健
康
教
育
で
、

飲
酒
の
危
険
性
や
法
律
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
若

い
年
齢
か
ら
の
飲
酒
が
脳

に
与
え
る
影
響
の
話
や
、

お
酒
の
飲
み
過
ぎ
で
肝
硬

変
と
い
う
病
気
に
な
っ
た

肝
臓
の
画
像
を
見
た
り

と
、
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。 

寅
（
と
ら
）
↑
卯
（
う
さ
ぎ
）
↑
辰
（
た
つ
）

↑
巳
（
み
）
↑
午
（
う
ま
）
↑
未
（
ひ
つ
じ
）

↑
申
（
さ
る
）
↑
酉
（
と
り
）
↑
戌
（
い
ぬ
）

↑
亥
（
い
の
し
し
）
」
の
順
番
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
般
的
に
日
本
に
伝
わ
っ
て
い

る
十
二
支
の
由
来
は
、
ご
存
じ
の
よ
う

に
、神
様
が
動
物
に
「
１
月
１
日
に
集
ま

っ
た
順
に
ご
褒
美
を
あ
げ
よ
う
」
と
声

を
か
け
集
ま
っ
た
動
物
の
順
番
で
す
。

子
（
ね
ず
み
）
は
牛
の
背
に
乗
っ
て
指
示

さ
れ
た
場
所
に
向
か
い
、
到
着
し
た
時

に
牛
の
背
か
ら
降
り
て
牛
よ
り
も
先
に

入
っ
た
こ
と
か
ら
、
十
二
支
の
一
番
目

に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
身

近
な
は
ず
の
猫
が
い
な
い
の
は
、ね
ず
み

が
「
神
様
の
と
こ
ろ
に
集
ま
る
の
は
１

月
２
日
」
と
嘘
を
つ
い
た
の
で
１
日
に

集
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
、
十
二
支
に
入

れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。た
だ
し
、こ
の
話
は
日
本
だ
け
の

も
の
で
あ
り
、
十
二
支
を
使
っ
て
い
る

国
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
国
に
よ
っ
て

は
十
二
支
の
動
物
に
多
少
の
違
い
が
あ

り
ま
す
。 

「
子
年
」
は
新
し
い
運
気
の
サ
イ
ク
ル
の

始
ま
り
と
さ
れ
、
植
物
に
例
え
る
と
成

長
に
向
か
っ
て
種
子
が
膨
ら
み
始
め
る

時
期
で
あ
り
、
未
来
へ
の
可
能
性
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
株
式
市
場
に

お
い
て
も
「
子
年
は
繁
栄
」
と
い
う
格

言
が
あ
り
、
株
価
が
上
昇
す
る
傾
向
に

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

2020
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

よ
る
経
済
効
果
を
考
え
る
と
、
こ
の
格

言
も
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
さ
そ
う

で
す
。 

 

そ
れ
で
は
、
来
年
１
月
７
日(

火)

、
３

学
期
の
始
業
式
に
は
生
徒
全
員
が
元

気
に
学
校
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
更
な
る
繁

栄
と
良
い
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
２
学
期
末
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

口丹バンドフェスティバル 12/15 
ガレリアかめおかで開かれた口丹バ
ンドフェスティバルに吹奏楽部が今
年も出演しました。日頃の練習の成
果を発揮すると 
同時に、様々な 
団体や他校の演 
奏から良い刺激 
を受けることが 
できました。 

親
子
で
考
え
る
「い
じ
め
防
止
標
語
」 

最
優
秀
賞 

３
年
園
山
晴
海 

作
品 

「争
い
合
え
ば 

な
み
だ
が
流
れ 

 
  

 

協
力
し
合
え
ば 

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
」  

 

インフルエンザ 

京都府注意報レベル 

・予防接種を受け 

ましょう。 

・手洗いしましょう。 

・マスクを着用 

 しましょう。 

 
生徒会 新役員 本部 専門部長を紹介します。  
会 長   森川 育光 
副会長   矢野 颯大 
副会長    小倉 和真 
議 長     塩見 沙矢 
議  長     仲村 優希 
会  計     近藤 和弥 
会  計     丸山 千穂 
書  記     上口 桜佑 
書  記     林  美樹 

 

親
子
で
考
え
る
「い
じ
め
防
止
標
語
」 

会
長
賞 

３
年 

清
水
明
音 

作
品
「
ト
ゲ
の
な
い 

心
の
バ
ラ
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

咲
か
せ
よ
う
」 

東
部
地
区
人
権
啓
発
推
進
協
議
会 

優
秀
賞 

２
年
井
上
博
之 

作
品
「あ
な
た
は
ね 

唯
一
無
二
の 

た
か
ら
も
の
」  

 
美化部長    奥田 千琴 
保健部長    有田 京珠 
体育部長    竹内 渚 
文化部長    十川 丈穂 
安全部長    坂下 翔空 
生活部長    藤崎 優愛 
図書部長    空閑 悠真 
放送部長    福元 陽 

 

 

日 曜 部活

1/7 火 ○

1/8 水 ×

1/9 木 ○

1/10 金 ○

1/11 土

1/12 日

1/13 月

1/14 火 ○

1/15 水 ×

1/16 木 ○

1/17 金 ○

1/18 土

1/19 日

1/20 月 ○

1/21 火 ○

1/22 水 ×

1/23 木 ○

1/24 金 ○

1/25 土

1/26 日

1/27 月 ○

1/28 火 ○

1/29 水 ×

1/30 木 ○

1/31 金 ○

始業式 PTAあいさつ運動

1.2年冬休み課題テスト

3年校内学力テスト

身体測定

1月の主な予定
主な予定

成人の日

一斉専門部会

漢字検定

京都府新人大会(ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ女子)

３年学年末テスト②

１年体育ダンス講習会

２年体育ダンス講習会

英語検定（1.2年）

３年学年末テスト①

http://www.jh.city.kameoka.kyoto.jp/toki)%20閲覧累計309586回

